



Studies on the latent fire risk and the fire protection 
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( 3 ) 








2. 3 顕在危険の事例 ヮーなど)が開発されている。とりわけ消火フラワーは
顕在危険を調査した結果は.表 2-3IL示すように，調 名古屋市消防局で開発されたにもかかわらず，テレビな




No. 発火源 ~f 火物 経 過
l カ。スコンロ 鍋の中の油Ir いきなり炎がもえあ
火がもえうつ カ1っTこ
った
2 ガ「スコンロ 鍋の中の油 過熱の油Kもえうつ
っただけ



















































No. 7 Tくここf A B C D ~I 
ガスコンロを消し忘れてなべの中 23 18 8 18 67 
のものを焦がした乙とあり (52.3) (54.5) (26.7) (54.5) (47.9) 
2 
ふき ζほれで火が消え生ガスがも 7 10 3 9 29 
れた乙とあり (15.9) (30.3) (10.0) (27.3) (20.7) 
3 
l風gかまどの空だきをした乙とあ 2 4 8 
り ( 2.3) ( 3.0) ( 6.7) (12.1) ( 5.7) 
4 アイロンで物を焦がした乙とあり 3 
。 3 7 
( 6.8) ( 0 ) (10.0) ( 3.0) ( 5.0) 
5 タバコで物が焦げた乙とあり 6 2 2 3 13 
(13.6) ( 6.1) ( 6.7) ( 9.1) ( 9.3) 
* そういう経験はまったくない
13 6 18 6 43 
(34.0) (19.0) (ω0) (20.0) (33.0) 
標 本 数 44 33 30 33 140 
(注)綾数回答， ( )内は標本数に対する割合 (労)
表2-5 ストーブの置き場所
Nu 項 凶 0:戸数 (%)
ストープの近くで洗濯物を干したととあり 23 (16.4) 
2 カーテンの近くにストーブを置いたととあり 7 ( 5.0) 
3 人間の動線上や出入口の近くにストーブを置いた乙とあり 24 (17.1) 
4 そういうととは全然、ない 59 (42.1) 
」
(注)No. 1. 2， 3は複数回答 ( )内は標本数 140IC対する古Ij合














( 5 ) 
表2-6 そうせさるをえないE喜由
項 u 住戸数 (%)
部屋が狭し、から 22 (50.0) 
物が多すぎるから 6 (13β) 
洗濯物を干す場所がなし、から 6 (13.6) 




































1 水を入れ忘れて点火したととあり 6 (4.7) 
2. 水がもれてなくなっていた乙とあり 4 (3.1) 
3 沸かしすぎて水がなくなった乙とあり 5 (3.9) 
4. その他 3 (2.4) 
5. そういう経験はまったくない 105 (82.7) 
風邑かまどの空だきの発生表2-9



















l ふきんがかけてある 25 (24.5) 
2 ふきんが乙んろの近くにおいである 1 (10.8) 
3. 棚の中や上lζ食用油の容器がある 18 (17.6) 
4 乙んろの近く K食用油の容器がある 14 (13.7) 





1. 時々うまく点火しない乙とがある 6 (5.6) 
2. 火の大きさをうまく調節できなかっ 1 (0.9) 
た乙とあり 1 (0.9) 
3. 異常燃焼する乙とがある 1 (0.9) 
4. 倒れやすい 1 (0.9) 
5. やけどしやすい
そういう乙とは全然ない 98 (90.7) 
ストーブ自体の危険性表 2-7
表 2-10




( 6 ) 
やかんなどをのせる乙とがある 32 (35.6) 
もちを焼いたり煮ものをする 8 ( 8.9) 
上IC:は何ものせた ζとがない 50 (55.6) 
























時々，くわえたば乙をする 19 (28.8) 
2. 時々 ，寝たば乙をする 11 06.7) 
本くわえたば乙，寝ただζはしない 39 (59.1) 
(注) ( )内は，標本数661L対する害IJ合， 1-2項は
複数回答












表2-13 たばζの吸いがらの始末(その 2) 
燃えるゴミと一諸lζ捨てる乙とあり I 903.6) 
生ゴミと一諸lζ捨てている 58 (87.9) 
吸いがら周のゴミ箱を用意している I 0 (0 ) 
その他 I 3 ( 4.5) 
(注)俊数回答. ( )内は標本数61ζ対する
割合









































































































































































~ 3-2 ストーブの安 全対策
77¥之さ B C D 小 ~ I・
ストープを置く湯所を特別1: 。 。 5 5 注文して作った
ストーブにカバーをつけた 6 3 5 14 
上記のどちらもしていない 18 24 18 60 








灰皿のタイフ ① あ り ②な し
吸がらの落ちないタイフ 3 21 12.5 % 









































項 B 件数 (%)
l 防炎性カーテン 8 ( 6.6) 
2. 難燃性の敷物 4 ( 3.3) 
3 難燃性の寝具(ふとんなど) 1 ( 0.8) 
4. 難燃性の寝間着 2 ( 1.6) 
'そういうものは備えていない 109 (89.3) 













表3-5 ガスもれ筈 報器の 設包
~之三 A B C D 3十
あり
25 12 6 21 64 
ガスもれ警報器
(58.1 ) (36.4) (20.0) (63.6) (46.0) 
な し 18 21 24 12 75 





作 iJ)J D;1 国 件数(%)
点火ミスによるガスもれ 14 (60.9) 
煮乙ぼれによるガスもれ 4 (17.4) 
煮ものや魚焼きの蒸気や煙 7 (30.4) 
殺虫剤の散布のため 4 (17.4) 
たば乙の煙 2 ( 8.7) 



































よく知っている 39 (28.7) 
少し知っているので使えると思う 58 (42.6) 
ほとんど知らないので不安だ 34 (25.0) 
全く知らない 5 ( 3.7) 
5十 136 (100.0) 
表 3-10 消火器の使用経験
項 日 件数(%)
自分で使用した乙とあり 27 (20.0) 
他人が使うのを見た乙とあり 93 (68.0) 
自分で使用したことなし， 17 (12.0) かっ他人が使用するのも見た乙とがない








項 H 戸 数 (匂)
l 火災，泥棒，又は何かが起きたと思った 14 (31.8) 
2 諜報 ・いたずらかも知れないか.火災 ・泥
線.何かがおきたかも知れない
19 (43.2) 
3. いたずら，誤報だと思った 10 (22.7) 
(注〉級数回答を整PJ.したもの， ( )内は標本数44に対する書1合，無記入 1件
(11 ) 
-174一 住 居 .，. :r 
表3-1 "ンションでの防火行事の実施状況
内 釘イfヤ)- A B C D 
1 消火器使用訓練 。 。 ム 。
2. 建物からの避難::JI櫛 ム 。 × 。
3. 防火座談会や映画会 X × X 。
4 その他の防火行事 ム ム A ム
5. 何も行われていない 5 3 17 。
6. 何が行われたか覚えていない 12 3 3 。
標本数 38 33 27 31 
(注)0印一実施され参加者多数， ム印一実施されたが参加者少人数 (数人)，x印ーー 実施されていない。
5， 6項のA-D欄の数字は回答者数
表3-12 防火行事への参加状況
内 全nャ? A B C D 3十
l 自分で消火器で火を消した 2 3 4 12 21 (15.9) 
2. 自分で避難器具そ使った 2 2 2 7 ( 5.3) 
3 階段を使う避難訓練に参加した 5 3 4 13 25 ( 18.9 ) 
4 訓練には出たが見学していただけ 20 24 7 19 70 ( 53.0 ) 
5. 訓練ILは参加したととがない 17 4 11 2 34 ( 25.8 ) 
標本数 41 32 26 33 132 

















































































There are two methods to protect houses from fire. 
One of them is physical method and the other is the method by means of management of house. 
[n this papers， thc physical method are discussed mainly. 
We examine the mechanism of outbreake of fires in order to exphcale fire protectJOn countermeasure. 
Explicating the mechanism， we take notlce of latent fire nsk in the apartment house. 
Because the character of house fires IS ln thlS latent fIre nsk. 
For the sake of the above， we obtained mformatlOns through a questlOnnalre toward dwellers Jn 
the apartment house 
The folowing are obtained as a rcsu1t， 
1. The latent fire risk occures frequent1y in the apal.tment house. 
2. The mechanism of outbreak of fires are cxplicated partially. 
3. The actual sltuatlOn of fire protection countermeasure tn the house are examlned. 
For example，flre prevention of combushbles about fire iOstruments are not put mto practice 
sufficiently 
(13) 
